
曾:學潔 堅學大:國帝i都京

叢論藩祖
號 鳥 笛 瑳…具 →一i箏 ・

行 費 目 一 月 八 年 十 祀 大

論

叢

租
税
に
於
け
る
給
付
能
力
の
原
則

・

累
進
税
説
の
統
計
的
観
察

中
世
都
市
の
獲
達

農
業
労
働
問
題

・

時

仏㎜

大
正
十
年
度
の
豫
算
を
讀
む

・

一説

苑

一
入
時
間
欝

制
の
沿
革

噛

一
井
リ

ャ
ム
.
タ

ム
ス
ン
の
分
配
論

・

…雑

録

史

的
唯
物

論
略

解

家
畜
保
険

に
就

て

注
學
博
士

憩

戸

法

學

土

汐

見

,
文
學
櫨
士

ご
↓
浦

法
學
博
士

河

田

嗣 周 三 正

郎 行 郎 雄

注
學
博
士

小

川

郷

太

郎

渋
墨
博
士

山

本

美

越

乃

経
済
學
土

掘

輕

大

法
學
博
士

河

上

肇

[

脛
濟
學
士

野

口

正

造

舳

-
-
-
-

L



「

井

リ

ヤ

ム
・
タ

ム

入

ン

の

分

醗

論

)

■

堀

麗

夫

調

馨

戴
雛
麟
器

分　
㌢
　

懲
慧
難

詰
輪

囎
塑

・・以　

序

口

1

.
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
に
始

ま
り
、

リ
ヵ

ア
ド
、

マ
ル

サ

ス
を
脛

て
、

ヂ

ヨ
ソ
。
ス
テ
ゥ

ア
ト
・
ミ

ル
に
至

っ
て
大
成

せ
ら

れ
尭

る
英
国
経
済
學
説

の

　
系
統

を
、
吾

々
は
普
通

に
正
続
派

纏
濟
學
又

は
個
人
主
義
纒

濟
學

ξ
呼

ん
で
み

る
。
此

の
學
振

は
、
實

に
今
日

ま
で
、
経
済

學

の
正

系

こ
な

り
中
心

ご
な
り
來

つ
π
所

の
も
の
で
あ

る
。
併

し
乍

ら

、
之

に
正
統
派

こ
い
ふ
文
字

が
冠
せ
ら
れ

て
み
る

こ
ご
は
、
同
購

に
、

こ
れ
に
謝
し
て
『
正
統
な
ら
ざ

る
』
或

る

學
派

の
存
在

せ

る
こ
ご
を

、
表

明
す

る
も

の
で
あ
る
。
吾

々
は
、
之
を
耽
會
主

義
経
済

學

ξ
名
付

け
る
。
其

の
代

表
的
學
者

は
、
山百
ふ
迄

も
な

く
彼

の

カ
ア

ル

。
マ
ル
ク

ス
で
あ

る
。

正
統
派

よ
り
見

れ
ば
、
こ
の
『
正
統
な

ら
ざ

る
』

珊
晒
苑

井
リ
ヤ
ム
・
タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
〔
】
)

第
十
三
巻

(第
二
號

一
一
七
)

二
山2

幽

.

-



〆

諒

.

説

苑

井
リ
ヤ
ム
・タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
(
一
)

餓
〃十
三
巻

(第
二
M號

一
「
入
)

二
山八
二

経
済

學
は
異
端

邪
説

で
め
ら

う
。

然

し
今

日
其
の
重
要

さ
に
於

て
、
後
者

は
決

し
て
前
者

に
劣

っ
て

み
な

い
の
み

な
ら

す
、
却

っ
て
盆

」
其

の
債
値
を
認

め
ら

れ

つ
》
め
る
。
世

人
は
、
此
等
両
説

の
結

論

が
甚

し
く
相
違

せ
る
を

見

て
、
其
筈

が
其

の
成

立

の
根
本

よ
り

し
て

全
然
氷
炭

相
容
れ
ざ

る
も

の
で
あ

る
か
の
如
く
考

へ
易

い
。
去

れ
ご

今
日
両
者

の
間

に
似
て
も
似

つ
か
諏
も

の
が
あ
る

ε

い
ふ
こ
ご
は
、
必
ず

し
も
彼
等

が
生

れ
落

ち
し
際

に
既

に
異

る
母

を
有

っ
て
み
た
も

の
で
あ

る
ε
速

断
す

る
を
許

さ
な

い
。
否
寧

ろ
彼

等

は
同
じ
腹

よ
り

生
れ
出

で
把

る
兄
弟

で
あ
る
ピ
見

る
方
が
適

當
で
あ
ら
う
。

現

に

マ
ル
ク

ス
の
如

き
、
其

の
償
値
論

に
於
て
、
リ

カ

ア
ド

を
偲
に
有

ち

ス
ミ
ス
を
祀

母
に
有

っ
て
み
る
。
然

し

、
母
を
同

じ
う
す

る
兄
弟

が
生
長
す

る
に

つ
れ

て
外
團

の
環
境

に
影

響
せ

ら

れ
て
金

風
異

れ

る
人
間

に
な

る
こ
ε

が
あ

る
如

く
、
同

じ
思
想

よ
り
出
機

し
た

る
経
済

學
者
蓬
も

、
彼
等

の
性

行
や
砒

會

の
諸

事
情
や
彼
等
自
身

の
境

遇

や

に
左
右

せ
ら

れ
て
、
段

々
ε
異

れ

る
思
想

ど
學

説

ご
を
懐

く
に
至

っ

た

の
は
怪

し
む

を
要
し
な

い
。
彼
等

の
中

で
、
個
人
主
義
的

、
資
本

主
義

的
経
済
學
説

を
把
持

し
て

ゐ
π
も

の
は
、

丁
度
當
時

の
肚
會

の
傾
向
及
び
特

に
支

配
者
階

級

の
人

々
の
思

想

に
合
致

し
た
の
で
、
終

に
正
統

派

ξ

い
ふ
形

容

詞
を
受
く

る
に
至

っ
た
。

そ
う

し
て

マ
ル
ク

ス
に

至
る
ま

で
は
、
此

等
正
統
派

に
属
す

る
畢
者

の
み

の
濁
り
舞
塁

で
あ

っ
て
、
之

に
反
す

る
説
を
持

す

る
も

の
は
、
不
遇

な

お
境
涯

を
辿
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な

か

つ
だ
。
英
国
第
十

八
、
十
九
世
紀
経

済
學

の
裏

面
史

を
編

む
所

の
人

々
が
即

ち
そ
れ
で

あ
る
。

ヰ
リ

ヤ
ム
・ゴ
ド

ヰ
ソ
、

・
パ
ア
ト

・

オ
ウ

エ
ソ
ー
デ

ヨ
ソ
・
グ

レ
イ
、

デ

ヨ
ソ

9
モ
ル
ガ

ン
、

デ

ヨ
ソ
●
プ

レ
イ
、

ト

マ
ス
。
ホ
デ

ス
キ

ソ
、
及
び

チ

ヤ
　プ

ィ
ス
ト
運
動

に
参

加
せ

る
人

々
等

を

、

其

の
中

に
敷

へ
る
こ
ご
が
出
來

る
。

余
が
弦

に
研
究

せ
ん
ε
欲
す

る

ヰ
リ

ヤ

ム

・
タ

ム
ス
ソ
も
其

の
重
要

な

る

↓
人

で
あ

る
。
彼

は
第
十
八
世

紀

の
末
葉

に
ア
イ

ル
ラ

ン
ド
の

コ
ー
ク
に
生

.



1

の

れ
、
.
　
八
三

三
年

に
約

五
十
歳

を
も

つ
て
死
せ
る
人

で
あ

る
。
彼

は
富

め
る
地

主

で
あ

っ
て
、
所

謂

『
他
人

の
勢

働

の
生
産
物

で
あ

っ
て
人
が
地

代

己
呼

ぶ
所

の
も

の
」

で
生
活
を

し
て

み
た
が
、
後

に
オ
ウ

エ
ソ
主
義
を
奉

じ
、

終

に

一
八
三

〇
年

に
、
彼

れ
の
財
産

の
大
部

分
を

同

主
義

蟹
行

の
目
的

の
薦

め
に
差

出
す

べ
く
遺

書
し
だ
程

、
爾

か
く
熱

心

に
な

つ
泥
。
但

し
此
事
は
、
親
族

の
反
勤

が
あ

っ
て
殆
ご
貴
行
.が
出

来
な

か

っ
た
。

彼

は

、

ベ
ン
タ

ム
主
義
者

で
め

る
蓬
共

に
、

オ
ウ

ェ
ン
主
義

者

で
あ

る
。
彼

は
叉
、

リ

ヵ
ア
ド

の
思
想
を
承
け

継

ぐ

ε
共

に
、

ゴ
ド
ヰ

ン
の
意

見
を
も
取

入
れ
て
み

る
。

然
ら
ば
此
等

の
多

く
の
思
想

は
、
如

何

に
し

て
タ

ム
ス

ン
の
思
想

の
中

に
於

て
調
和

さ
れ
統

一
さ
れ
て
る

る
か
。
足
れ

は
膏

に
理
論
上
興
味

あ
る
問

題
で
あ

る
の
み
な
ら

す

、
英

国

に
於
け

る
初
代

の
砒

會
主
義

者
が
、
如
何

に
し

て
個
人
キ
義

経
濟
學

よ
り
離

れ
て
、
そ
れ

蓬
別

の
途
を

辿

る

に
至
り
七

か
を
見

る
上

に
於
て
、
畢
説
史
上
甚

だ
重

要
な

る
も
の

で
あ
ら
う

、

ざ
思
は

れ
る
。

タ

ム
ス
ソ
に
は
、
以
下
列
星

す

る
が
如

き
論
著

が

め

る
。

「
人
間

の
幸

…㎜
を
進

む

る
上

」
最
も
役

に
立

つ
所

の
、
富

の
分
配
の
原
理

に
關
す

る
研
究
、
富

の
任
意
的

孕
等

に
聞

し
て
近
頃
提
議

さ
れ
た

る
制

度

に
當
骸

め
て
見

て
。」
2

八

二
四
年

)

「
人
類
の

一
宇
π
る
女
子
が
、
他
年
だ
る
男
子
の
借
越
-

女
子
を
政
治
的
奴
隷
、
從

っ
て
民
注
的
及
び
家
内

的
奴
隷
ε
し
て
留
め
榿
か
ん
ε
す
る
の
一

に
反
謝
し
て
提
起
す
る
訴
、
ミ
ル
氏
の
有
名
な
る
「
政
府
諭
」
の

一

項

に
箸

へ
て
。」
〔
目
八

二
五
年

)

「
報

い
ら

れ
た
る
勢
働
。
勢
働

ε
資
本

ビ

の
要
求

の
宥

和
、
即

ち
如

何

に
し
て
勢
働

に
、
そ

の
努
力

の
全
集
産

勅
を

確
保
す

る
や
。
』
(
一
八

一二
七
年

)

・

哉

苑

井
リ
や
含

量

う

σ
分
配
甦

一
)

第
+
三
巻

〔第
二
號

二

九
)

二
六
三



「

説

苑

井
リ
ヤ
ム
・
タ
A
ス
ン
の
分
配
論
(
こ

第
+
三
巻

(第
二
號

=
δ
)

二
六
四

『
相

互
協

力
、
共

同
所

持
、
及
び
勤
轡
並

び
に
享
樂

手
段

の
半

等

、
の
原
理

に
基

け

る
共
産
圏
騰

の
遽

か
な

る

且

つ
経

済
的
な

る
設
立

に
封
ず

る
、
實
際

的
指

導
。
」
(
一
八
三
〇
牟

)

此
等

は

タ

ム
ス
ン
の
思
想

を
研
究
す

る
上

に
於
て
、
是
非

見
な
け
れ

ば
な
ら

な

い
書
物
で
あ

る
け
れ
こ
も
、
不
幸

に
し

て
、
第

一
に
掲
げ

た
る
、
彼

れ

の
分
配
論

に
關
す

る
書
物

の
外

は
、
之
を
手

に
な

し
得

ざ
る
が
故

に
、本

論
丈

に
於

て
は
、
專
ら
.此

の

】
書
を
中

一6

ξ
し
て
、
前

記

の
諸
黙
を

研
究

す

る
こ
.迄
Σ
し
、
他

の
書

物
を
手

に
入

る

、

の
日

を
待

っ
て
、

タ

ム
ス
y
の
研
究

を
完

う
す

る
こ

ご

工
爲
や

う
ご
思

ふ
。
併

し
乍
ら
此

の
『
分
配
論
」
は
、

タ

ム

ス
ン
の
論
著
中

、
其

分
量

に
於

て
最
大

で
あ

る
の
み
な
ら

す
、
彼

れ
の
思
想

の
理
論
的
根
擦

の
説
明
を
殆
ご
鑑

し
.

且

つ
彼

れ
の
其
後

の
著
伶

に
現
は
れ

た

る
結

論

に
至

る
道
程
を
馨
察
知

せ
し
む

る
に
足

る
も

の
を
含

ん
で
居

る
が

敢

に
、
本
書

を
研
究

す
れ
ば

タ

ム
ス
ソ
研
究

の
大
孚
を

卒

へ
π
り
ぜ

い
ふ
も
、
強
ち
過
一日
で
な

か
ら
う

だ
思

ふ
の

で
あ

る
。

'

タ

ム
ス
ソ
の
分
配
論
の
内
容
を
研
究
す

る
に
先

っ
て
、
彼
れ
の
議
論
の
組
立
を
明
か
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
蓋

し
こ
の
組
立
を
最
初
に
説
明
し
て
竃

か
な
け
れ
ば
、
正
に
⊥
ハ
○
○
頁

に
亘

っ
て
繰
返
し
叙
述

せ
ら
れ
陀
る
彼
れ
の

意
見
を
、
其

の
核
心
に
鯛

る
Σ
こ
ε
な
く
し
て
、
無
意
味
に
羅
列
す

る
こ
ε
」
な

る
虞
が
あ
る
か
ら
で
る
る
。

タ

ム
ス
ソ
は
、
先
づ
第

↓
に
、
所
謂
功
利
主
義
即
ち
最
大
多
敷
の
最
大
幸
幅
ε
い
ふ
主
義
が
、
脛
溌
墨
の
奉
ず

べ
き
不
攣
の
理
想
で
あ
る
こ
ε
を
説
き
、
其

の
蛮
現
の
手
段
ε
し
て
は
、
肚
會
の
冨
の
正
し
き
分
配
ご
い
ふ
こ
ε

が
最
も
重
要
な
る
要
し
を
論
じ
て
み
る
。
そ
れ
は
、
極
く
大
禮

に
於
て
、
彼
れ
の
『
分
配
論
』
の
緒
育
の
後
の
三
分

,



の
二
及
び
本
論
の
第

　
章
を
占

め
て
み
る
。
余
は
本
論
交
の
第

「
章
第

[
節
及
び
第
二
節
に
於
て
其

の
大
機
を
紹

介
す

る
積
り
で
あ
る
。

次

に
最
も
注
意

す

べ
き

こ
ご
で
あ

っ
て
、
而

か
も
普

通

に
鹸

り
明
白

に
さ
れ
て
み
な

い
一

勿
論

そ

れ
は

タ

ム

ス
ン
の
章

の
分
け
方
等

に
不
備

な
黙

が
め

る

か
ら
で
も

め
る
が
ー
一

こ
ε
は
、

タ

ム
ス
ソ
が
彼

れ
の
分
配
論

の
議

論
を
、
樹
由
競
争
の
行
は
套

漱
曾
並
び
に
自
由
競
争

の
行
は
れ
ざ
る
網
互
協
力
の
肚
曾
の
考

の
も
の
に
就
て
・

別
々
.に
叙
述

し
、
而

し
て
此
等
を
比
較
封

照

せ
し
め
て

み
る
こ

い
ふ
こ
ε
で

あ
る
。

こ
の

こ
ε
は
、
彼

れ
の

『
分

配
論
」
の
鐘

章
以
下
絡
て
の
章
に
亘

っ
て
試

み
ら
れ
て
み
る
所
の
顯
著
な
る
事
柄
で
あ
る
。
唯
だ
是
等
二
つ
の
肚

會

の
何

れ
が
よ
り
良
き
か

に
就

て
は
、彼

は
本
書
中

に

は
未

だ
明
白

に
之
を
記
述

し
て
は

み
な

い
け
れ
ざ
も
、
而

か

も
全
備
を
通
謎

し

て
得
把

る
印
象
及

び
彼
れ

の
後

の
著

作

の
書

名
等

よ
b
見

る
ε
き

は
、
吾

々
は
容
易

に
、

タ

ム

ス
ン
が

オ
ゥ

ェ
ソ
.流
の
相
互
協

力

の
肚
會
を
終

に

最

良
な

る
も

の
な
り

ご
断
定

し
た

る
こ
ε
を

、

看
取
し
得
や

う
。之

を
要
す

る
に
、
彼

は
総
論

こ
も

謂

つ
べ
き
部
分

に
於
て

、
功
利
主
義

芭

い
ふ
が
如

き
根
本

的
な

る
不
攣

の
原

理
を
説

き
、
而

し

て
此

等
を
常

に
基
本
概

念

ξ
な

し

つ
ン
、
各
論

ε
も
謂

っ
べ
き
部

分
に
於

て
、
自

由
競
争

の
肚

會

及

び
相
互
協
力

の
肚

會

の
長
所
並

び
に
鉄

黙
を
述

べ
て
居

る
も

の

工
如

く
で
あ

る
。
勿
論

こ
の
こ

ξ
は
、
前

に

爆
述

べ
し
如

く
、
『
分
配
論
』
の
中

に
明
か
に
旺
分

さ
.れ
て
あ

る
澤

で
は
な

い
け
れ
ざ
も

、
タ

ム

ス
ソ
の
思
想
を
理

解
す

る
上

に
於

て
は
、
か
く

の
如

く
紅
佛臓
立

て

、
研
究
す

る
を
便
宜

な
り

ご
信
ず

る
が
故

に
、
余

は
上
記
の
趣
意

及

び
順
序

に
從

っ
て
、
以
下
研

究
を
進

め
や
う

ご
思

ふ
。

説

苑

井
リ
ヤ
ム
8
タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
(
一)

、

第
十
三
巻

(第
二
號

=
=
)
.
二
六
五



説

林

井

リ
ヤ

ム
・
タ

ム
ス

ソ
の
分
配

論

〔
一)

第

一
章

タ

ム

ス

第

十

三
恥
四

(第

二
號

一
一
=

一)

一
=
ハ{
ハ

ン
の
根

本

思

想

・第

一
節

分

配

論

の

重

要

受

タ

ム
ス
ソ
は
、
如
何

に
せ
ば
最
大

多
数

の
最
大
幸

幅

が
得
ら

る

、
か
、
こ

い
ふ
問
題

の
解

決
を
、
彼

れ
の
中
心

目
的

ε
な
し
た
。
換
言
す

れ
ば
、.
祈
請
功
利
主
義

が
彼

れ

の
思
想

の
嚮

導
原

理

で
め

っ
π
。
『
舜
配
論
」
第

一
章

の

冒
頭

に
日
一

、

ヵ

あ

『
善

き
結
果

ご
悪

し
き
結
果

、
叉

直
接

の
結
果

ε
闘

接

の
結

果
、
此
等
総

て
の
諸
結

果
を
較
量
す

る
所

の
功
利
、

帥

ち
人
間

の
幸

福

の
最

大
可
能
量

の
追
求

、

こ
れ
が
本

研
究

に
於

て
常

に
記
憶

さ
れ
て
居

る
所

の
嚮

導
原

理
で

あ

っ
て
、
而

し
て
之
に
謝
し
て
他

の
総
て

の
も

の
は
.從

圃
的

の
も

の
た
る

に
過
ぎ
な

い
。」

こ
は
取
も
直

さ
す

、

ベ
ン
タ

ム
の
功
利
主
義
を
其

の
儘

承
け
繊

げ

る
も
の
で
あ

る
。

然
ら
ば
彼

は
、
此

の
理
想

を
如

何

に
し
て
實
現

せ
ん

ε
欲

し
た
か
ε
云
ふ

に
、

そ
れ
は
富

の
公
正
な

る
分
配

ε

い
ふ
「手
段

に
よ

っ
て

ゴ
あ

る
。
「
分
配
論
」
の
主

π

る
目
的

は
、
其

の
書

名

の
示
す
如

く
、
賀

に

『
人
間

の
幸

而
を

進

む

る
上

に
最
も
役

に
立

つ
所

の
、
富

の
分
配
の
原

理
』

の
獲

見
ご

い
ふ
こ

ε
に
在

っ
た

の
で
あ

る
。
勿
論
後

に

も
述

ぶ
る
如

く
、

タ

ム
ス
ソ
は
富

の
生
産

窪

い
ふ

こ

ε
を
決
し

て
輕

ん
じ
た
鐸
で
は
な

い
け

れ
ぜ」
も
、
而

か
も

そ

は
分
配

の
爲

め
の
生
産

で

め

つ
て
、

分
配

は
矢
張

り
常

に
第

一
義
的
地

位
を
占

め
て
居

る
。
暴

れ
は
、
彼
が
、
コ

餐
者

よ
り

一
銭
を

取

っ
て
之
を

一
覧
者

に
與

ヘ
ポ
、
然
ら

ば
該

貧
者

は
、
該

富
者
が
得

る
よ
り

も
よ
り
多
く

の
幸

繭
を

失
ふ
こ

ご
』
な

る
、』
ざ
い
ふ

ベ
ソ
タ

ム
流

の
功
利

主
義
的

見
地

よ
り
.獲

し
て
、
如
何

に
冨

の
生
産
が
大

で
あ

1)Thompson,Dish.ibLition,P.1



つ
て
も
、、
其

の
分
配
方
法

に
上
述

の
如

き
缺

陥

が
有

る
な
ら

ば
、
結

局
最
大
多
数

の
最
大
華
瓶

ε
い
ふ
理
想

は
達

し
得

ら
れ
な

い
、

ε
考

へ
た
が
故
で
あ

る
。

彼
日

一
、

。

マ

ヘ

ヘ

ミ

ヘ

ヘ

コ

っ
の
團
騰

に
ご

つ
て
重
人
な

の
ば
、
當

の
軍

な

る
所
有

で
は
な
く

て
、
其

の
公

正
な
る
分
配
で
あ

る
。
そ

は
個
人

に
就
て
然

う
で
あ
る

ご
同

じ
く
、
團
慌

に
就

て
も
然
う
で
あ

る
。

人
は
物
的

享
樂
手
段
一

そ
れ
は
総

て
の
交
明
肚
會

に
於

て
、
主

ご
し
て
富

の
客
艦

よ
り
成
立

し
て
み
る
1

無

く
ば
、
幸

幅
た
り
得

な

い
。
併

し

此
等

の
物
臓

の
比
較
的

少
量

を
以

て
す

る
も

.
人

々
は
曾

っ
て
彼
等

が
幸

幅

で
あ
る
ξ
見

え

し
ょ
り
も
、
よ
り

幸

鵬
で
濁

る
か
も
知
れ

な

い
、
他

方

に
、
有

り
鹸

る
程

に
此
等

の
物
櫓
…を
有

っ
て
み
て
も
、
、彼

等
は
街

ほ
悲
修

も

も

で
あ

る
か
も
知

価
な

い
。
肚

會
が
主

`
し
て
科
害

關
係
を
も

っ
て
居

る
の
は
、
冨

の
客
禮

の
撒

量
で
は
な
く
て

も

セ

マ

ロ
　

の

其

の
用
途

及

び
分
配
で
あ

る
。』

更

に
進

ん
で
タ

ム
ス

ソ
は
、
窟

の
公

正
な

る
分
配

が
人
間

の
物
的
楡
樂

よ
り
受

く
る
所

の
幸

幅

の
み
な
む
す
、

間
接

に
は
総

て
の
精

神
的
喩
樂

よ
り
受

く
る
所

の
幸

幅

を
も
、
増
進
す

る
も

の
な

る
こ
ε
を
述

べ
て

み
る
。
曰
く
、
.

ぬ

も

も

も

『
富

の
分
配
よ
り

も
、
よ
り
興
味
あ

る
題

目
は
な

い
、
叉
若

し
正
し
く
取
扱
は

る

、
な
ら
ば

、

こ
れ
よ
り
も
よ

ザ
有
用

な

る
題
目

は
な

い
、
何
故
な

れ
ば
帚
目
に
直

接

に
は
沓
冠
會

の
物

的
慰
樂

の
み
な
ら
す

、
間
接

に
は
甚
だ

大
な

る
程
度

に
於

て
、
肚

會

が
享
受

し
得

る
所

の
.
1道
徳

の
分
量

(』
.雲
叶F§

亀

琴
昇
,葎
)こ
、
同
情

、
細
.心
、

及

び
慈

恵

よ
雨
受

く
る
快
樂

の
分
量

、
並

び

に
知

的
享
楽

の
分
量
は

、
冨

の
正
賞

に
し

て
且

つ
賢
明

な
る
分
配

わ

に
依
存
す

る
も

の
な

る
こ
ε
が
、
獲
見

さ

る
、
で
あ
ら
う

か
ら
。
」

タ

ム
ス
ン
が
富

の
分
配
な

る
問
題
を
特

に
重
要
税

し
た

る
理
由

は
、
以

上

に
よ

っ
て
明
か
で
あ
ら

う
。

就

苑

井
リ
ヤ
ム
・
タ
ム
ス
ン
の
分
裡
論
(
一
)

第
+
三
巻

(第
二
號

=
三
〉

二
六
七

2)
3)
Mid.P.ix.

11,i(1_P.1_

」
.

一一.

一.



設

苑

井
リ
ヤ
ム
・
衣
ム
ス
ン
の
分
配
論
(
こ

第
十
三
巻

(第
二
號

]
二
四
)

二
六
入

.

尤
も

タ

ム
ス
ソ
以
前

に
於

て
、
富

の
分
配

ε
い
ふ
こ
ご
が
経
済
學

看

篤
よ

つ
て
全
然
顧

ら
れ

て
る
な

か

っ
た
ε

い
ふ
の
で
は
な

い
け

匹
ご
も

、
一

例

へ
ば

ヂ
ェ
イ

ム
ズ

:
・・
ル
は
其

の
著

『
維
濟
學

の
原

理
』
に
於
て
、
『
分
配
』

な

る
章
を
設
け
、

叉
其

の
中

に
『
分

配
の
自
然

法

財
」
に
就

て
論

じ
て
み

る
、
「

そ
は
、
分
配

が
富

の

『
再
生
産

及

び
蓄
積

に
影
響

を
及
ぼ
す

で
あ
ら
%
」
肪

の
範
園

内

に
於

て
・
璽

せ
ら

れ
た
の
み
で
あ

っ
三

そ
が
直
接

に

人
類

の
幸

颪

に
関

係
す

る
ε

い
ふ
意
味

に
於

て
は
、
.塗

く
度
外

視

さ
れ
て

る
た

の
で
あ

る
。

　

む

む

　

抑
も
純
濟

政
策

の
根
本

原

則

ε
し
て
、
生
産

ε
分
配

ざ
が
其

の
重
要

さ
を
暮

し
く
し
、
此
等

が
車

の
双
輪

の
關

係

に
在

る
ざ

い
ふ
こ
ご
は

、
今

日
何
人
も
疑

を
容

れ
な

い
所

で
あ
あ

る
が
、
併

し
之
を
歴
史
的

に
見
る
な
ら
ば

、

む

ロ

む

　

生
産

-し
分
配

ご
は
、
必
ず

し
も

同
様

の
取
扱

を
受

け
な

か

っ
た
。
實

に

ヘ
ソ
リ
イ

・
シ
ジ

ュ
ヰ

ク
の
畜

へ
る
如
く
、

ヤ

ミ

『
ア
ダ

ム
。
ス
ミ
ス
及

び
彼

れ
の
初
期

の
承
縫

者

は
、
彼

等
が

一
つ
の
技
術

(
政
策

の
意

-

諜
者

註
)

ε
し
て
の

し

ゆ

脛
濟
學
を
論
ず

る
限
り

に
於

て
、
経
済

學

の
目
的

は
富

の
國
民

的
生
産

を
出
家

る
だ
け
大

に
す

る
こ
ε
に
在

る
ど

考

へ
た

の
で
あ

っ
て
、
そ
う

し

て
出
乗

る
だ
け
良

い
分
配

を
目

的

ご
す

る
ざ

い
ふ
や
う
な

考
を
懐

い
て

み
た
や
う

に
は
、
殆

ご
見

え
な

い
。」
即
ち
灰
謂

正
統
派

に
臆
す

る
人

々
は
、
如

何

に
せ
ば
富

の
生
産

を
其

の
原
費

に
比
し
て

人
な
ら

し
む

る
こ
ご
が
出
来

る

か
、
即

ち
如
何

に
せ

ば
勢
働

を
し

て
よ
b
生
産
的

な
ら

し

む

る

こ
ご
が
出
来

る

か
、

こ

い
ふ
問
題

を
主

ε
し
て
取
扱

っ
た
の
で
あ

っ
て
、
勢
賃

の
増

加

ざ

い
ふ
が
如
き

分
配
の
問
題
は

、
生
産

の

問
題

が
解
決

さ
れ

だ
る
後
に
、
始
め
て
而

か
も
必
然

的

に
解
決

し
得

る
所

の
第

二
次
的
の
事
柄

に
過
ぎ

な

い
ε
看

做

し
た
の
で
あ
る
。
之

に
反

し
て
タ

ム

ス
ン
は
、
前

述

せ

る
所
ビ

よ

っ
て
既

に
明
か
な
る
如
く
、
如
何
程
多

く
の

冨

が
生
産

さ
れ
て
も
、
若

し
其

の
分
配
方
法

に
し

て
當
を
得

な

い
な
ら

ば
、
公
正

に
扮
配

せ
ら

れ
た
る
よ
り
少

し

4)]hid.P.IX.

5)HenrySidgwick,ThePriuciplesofPotiticalEconom》 ・,2nded・,(1887),P・
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'

の
富

よ
b
も

、
肚
會

的

に
よ
り
少

い
敷
用
を

生
む

に
過
ぎ

な

い
、

ε
い
ふ
見
地

よ
り
し
て
、
.冨

の
生
産

よ
り
も
其

の
分
配

の
方

が
よ
り
重
要

で
あ

る
ε
霧

へ
た
。

正
統
派
経
済

學
よ
り
し

て
『
正
続

な
ら

ざ

る
」
甦
曾

主
義
経
済

學
が
分
岐

し
だ

の
は
、
正

に
斯
く

の
如

き
見
地

の

差

に
よ

る
も

の
で
あ
る
。
併

し
乍
ら

若

し
人

が
あ

っ
て
此
等

の
両
派
を

以
て
全
然
其

の
本
質

を
異

に
す

る
も

の
で

め
る
ε
解
す

る
み
ら
ば
、
そ
は
大

い
な

る
誤

で
あ
る
。

何
故
な
れ
ば
、
此

等
両
派
は
目
的

を
達
す

る
手
段

に
於

て

は
斯

く

の
如

く
互

に
相
違

し
て
は

み
る
け
れ
ざ
も
、

目
的
其
物

に
就
て
は
功
利
主
義

ε
い
ふ
全
然
同

一
な

る
見
地

に
立

っ
て
み

る
か
.ら
で
め

る
。

(註
)
.
.

討

(註
)

功
利
主
義
に
、
其
の
源
な
ロ
ッ
ク
・
し
ウ
ム
等
に
嶺
し
、
倫
理
學
凱
ε
し
て
も
可
な
り
大
な
ろ
影
響
な
及
ぼ
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
経
済
學

の
根
本
概
念
こ
し
て
常
に
意
識
的
に
叉
ば
無
意
識
的
ド
想
定
さ
ろ
」
こ
定
に
よ
っ
て
重
要
な
ゐ
役
目
為
な
し
來
つ
た
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
も
、
其

の
倫
理
學
競
に
於
て
に
冤
も
角
、
其
の
繹
濟
學
説
に
於
て
に
、
功
利
主
義
な
採
用
し
た
。
ペ
ン
タ
ム
に
、
個
人
土
嚢
経
済
學
ご
倫
理
學
ε
た
功
利

主
義
の
下
に
統

一し
た
入
で
あ
み
ε
謂
に
れ
て
る
ゐ
。
然
し
-
功
利
主
義
に
個
人
主
義
維
潴
學
の
根
本
概
念
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
亦
肚
會
主
義

経
済
學
の
根
本
思
想
で
も
あ
ろ
。
タ
ム
ス
ン
が
ペ
ン
タ
ム
主
義
者
で
あ
る
ε
い
ふ
の
は
、
彼
が
ベ
ン
タ
ム
よ
り
功
利
主
義
な
取
り
來
つ
六
こ
ε
な

指
す
の
で
あ
み
o
唯
だ
異
る
購
に
、
ベ
ン
タ
ム
は
ス
ミ
ス
算
置
同
じ
く
富
の
生
産
に
よ
つ
て
功
利
主
義
約
結
果
為
得
ん
ε
し
た
る
に
反
し
、
タ
ム

ス
ン
ば
富
の
分
蛇
に
二
っ
て
之
な
蓮
ぜ
ん
乏
し
た
ろ
こ
建
に
在
ろ
。

第

二
飾

分

配

の

牛

等

吾

々
人
間

は
、
快
樂

ご
苦
痛

ド
}を
感

受
す

る
の
能

力

を
有

し
、
而
し
て
本
能
的

に
苦
痛

を
避

け
て
快
楽

に
就

か

ん
芝
す

る
所

の
感

情
的
動
物

で
あ

る
、
ε

タ

ム
ス
ソ
は
看
做

し
π
。
幸

幅

ε
は

、
快
樂

の
威
惰

の
織
綾

的
状
態
を

い
ふ
。
即
ち
快
樂
は
幸
幅

の
構
成

部
分
で
あ

っ
て
、
幸
輻

は
快
楽

の
総

計

で
め

る
。
然
ら

ば
如

何

に
す

れ
ば

最
大

ロ

観

苑

井
リ
ヤ
ム
・
タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
(
こ

側
十
三
巻

(
第
二
號

=

一五
)

二
六
九

9

,

「

,



.

説

苑

井
リ
ヤ
ム
・
タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
(
こ

第
十
三
巻

(第
二
號

=
一六
)
.
二
七
Q

多
数

の
人
が
最
大

多
量

の
幸
幅

を
享
受
す

る

こ
ε
が

出
来

る
か
。

タ

ム

ス
ソ
は
、

こ
の
こ
蓬
を
説

明
す

る
に
當

っ
て

、
先

づ

「
総

て
の
正
気
な

る
個
人
は
、
同
様

に
取
扱

は
る

」

も

や

も

カ

コ

な

ら

ば

、

富

の
客

騰

の
相

等

し

き

分

前

よ

り

し

て

、

相

等

し

き

享

樂

を

得

る

こ

ε

が

出

來

観

。
」
ε

い

ふ

前

提

を

置

い

て

み

る

。

(註
)

〔註
)

か
」
ろ
見
方
に
、

一
見
人
間

な
全
然
機
械
的
に
観
察
し
た
.る
結
果
な

ろ
が
如
く
で
あ
る
げ
れ
こ
も
、
併
し
タ

ム
ス
ン
ば
決
し
て
教
育
叉
ば
境

遇

の
差
に
よ
る
人
の
性
情
の
差
乏
い
ふ
こ
ピ
怨
閑
却
し
て
居

る
の
で
は
な

い
。
博
士

シ
ユ
プ
ル
ツ
ハ
イ
.ム
及
び
其

の
後
纏
者
達
の
主
張
す
る
で
あ

ら
う
如
く
、
人
間
の
旙
髄
の
中
は

一
定
数

の
細
部
分
に
分
れ
で
る
て
、
其
筈
が
適
當
な
ろ
刺
戟
な
暖
く
ろ
時
は
夫

々
濁
特
の
感
情
存
惹
起
す
も

の

で
あ
ろ
芝
か
、
噛
の
此
等
の
部
分
ば
、
或

ろ
事
情
の
下
に
於
て
、
に
、
こ
の

一
定

の
感
情
な
特
定

の
行
爲
に
導
く
も

の
で
あ
ろ
ε
か
・
若
く
ば
此
等

の
昏

機
關
叉
に
騰
髄
全
龍
に
、
境

遇
叉
に
教
育
の
如
何
に
拘
ら
ず

、
常
に
特
定
の
瞥
慣
ε
性
格
㍊
な
生
む
も
の
で
あ
っ
て
不
可
馳
性

心
有
ず
ろ
か

の

の
で
あ
る
ざ
か
、
こ
い
ふ
考

に
ば
賛
成
が
出
來
な

い
、
ミ
タ
ム
ス
ン
に
明

か
に
っ
て
居
ろ
。
併
し
乍
ら
斯
く
の
如
く
人
の
性
質

に
及
ぼ
す
教
育

ξ

境
響

の
影
響
々
認
む

ろ
も
、
、
・
の
一
、
躍

決
し
て
タ
ム
ス
ン
の
上
記
の
前
提
だ
無
意
義
に
に
し
な

い
で
あ
ら
　
。
何
整

い
ふ
に
、『
同
様
に
取

扱
に
る
曳
な
ら
ば
』

ξ
い
ふ
條
件
が
附
随
し
て
み
ろ
爲
め
に
、
こ
の
前
提
は
、
教
育
及
び
境
遇
の
差
如
何
な
無
視
し
た

ろ
場
合
の
説
明
で
あ
っ
て

從

っ
て
人
間

の
本
衆
の
性
情
だ
純

粋
な
る
形
に
於
て
観
察
し
た
ろ
場
合
の
立
論
で
あ
る
、
ミ
い
ふ
こ
こ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
例

へ
ば
・
若
し
も

へ

も

同

一
分
量

の
富
が
奴
隷

ピ
主
人
ピ
に
呉

へ
ら
ろ
」
な
ら
ば

、
前
者

ド
ェ
つ
て
よ
り
多
く
の
幸
輻

が
感
受
さ
ろ
べ
毒
は
、
明
白
な
ゐ
事
柄
で
あ
る
。

こ
れ
蓋
し
主
人
ぐ、
奴
隷
芝
ば
實
際
上
『
同
標
に
取
扱
は
れ
』
て
る
な

い
が
故
で
あ

る
。
併
し
乍
ら
若
し
吾

々
が
自
然
の
儘
の
人
間
こ
し
て
此
等
の
両

者
な
考

へ
、
而
し
て
其
の
享
樂
能
力
存
比
較
す

う
な
ら
ば

、
其

間
に
何
等
の
差
等
な
獲
見
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。

タ
ム
ス
ソ
は
斯
く
考

へ
て
・
人

は
同

一
身
重

の
富

浜
り
し
て
同

一
程
度
の
幸
輻
な
感

受
し
得

る
も
の
こ
断
定

し
た
。
余
に
今
其

の
営
否
な
姑
ら
く
不
問

に
附
し
て
、
只
管

タ
ム
ス

ン
の
論
理
為
辿

ろ
こ
ε
㌧
す
み
。

今

假

り

に

此

の
前

提

を

正

し

い

ご

す

う

な

ら

ば

、

最

大

多

徽

の

最

大

幸

頑

を

得

ん

が

爲

め

に

は

、

富

を

可

久

酌

6)Thompson,Distribution,p.23・

. 7)Cf.ibid.p.2【.
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'

に
季
等

に
愈
愈
各
構
成

員
の
開

に
分
配
す

る
こ
ε
が
望

ま
し

い
ε

い
ふ
こ
ご
は
や
自
明

の
理

で
ゐ
ら
う
σ
蓋

し
.

同

一
の
富

の
各
車

位
が
順
次

に
同

一
人
の
所

有

に
加

へ
ら

る
、
毎

に
、
そ
は
幸
幅

を
生
産
す

る
の
力

を
邊
減
す

る

も

の
な
る

に
反

し

、
そ
が
多

く

の
個
人
の
問

に
分
配

さ

る

＼
な

ら
ば
、

そ
は

皆
相
等

し

き
分
量

の
幸

輻
を
生
産
す

る

こ
ε
に
よ

っ
て
、
其

の
幸
輻
生
産

の
最

大
能
率

を
獲

揮
す

る
で
あ
ら
う
が
故

で
め

る
。

タ

ム
ス
ソ
は
次

の
如

き

例

を
擧
げ

て
、

こ
の
こ
ε
を
説

明
し

て
み
る
。
曰

く
、

『
若

し
も

小
変

が
慾

望

の
目
的
物

で
あ
り

且

つ
稀

少
な

る
物

で
あ

る
ε
す

る
な
ら
ば
、
…
…

そ
れ
を
三
十

日
間

連
続
的

に
使
用

す

る
入

、即

ち
三

十
倍

の
分
量
を
使

用
す

る
人
は
、
各
輩
位
量

の
分
前

を
受

一
る
所

の
三
十
名

の

滞
貸
者

よ
b
も

、
決
し
て
よ
b
多

く
の
享
樂

を
そ
れ

よ
b
得

な

い
で
あ
ら

う
、

(他

の
総

て

の
事
情

は
相

等

し

い
ξ
す

る
)
、何
故

な
れ
ば
、
此
等
三

十
名

の
沓

工
は

、
.新
奇

な
る
獲

得
(
物

)を
享
受
す

る
で
あ
ら
う

に
反

し
、

三
十
輩
位

の
分
前

を
消

費
す

る
人

に
ε

つ
て
は
、
次

ぎ
次

ぎ

の
各

部
分
は
、
段

々
ε
此

の
(新
奇

こ

い
ふ
)
性
質

を
失

っ
・て
、
盆

よ
其

の
償
値
を
減
少
す

る

に
至

る

で
あ
ら
う

か
ら

。
爾

か
の
み
な
ら
す

、
三
十
名

の
人

々
の
、

食

事
よ
b
受
く

る
所

の
輩
な

る
物

的
享
樂

は
、
周
園

に
於

て
同
じ
様

に
享

樂

し

つ
＼
あ

る
人

々
.の
満
足

に
共
鳴

を
威
す

る
ご
ε

の
快

樂

に
よ

っ
て
、
な
ほ
高

め
ら

る
ン
で
あ
う
う
。
之

に
反

し
て
、
三
十
軍

位

の
分
前
を
輩
猫

で
消
費
す

る
人

の
享
樂

は
、
相
等

し
き
分
前

を
剥
奪

さ
れ
て

る
る
人

々
の
嫉
妬
及

び
悪
意

に
よ

っ
て

、
殆

ご
無

に
な

る
ま

で
減

少
せ
し

め
ら

る

』
で
あ
ら

う
。
」

斯

く
て
、
残

る
貨
物

に
し

て
、
十

分
な

る
享
樂
を
與

へ
得

る
所

の
各

部
分
に
分
割

さ
る

ン
こ
ε
が
可
能

で
あ
り

、

又
爾

か
く
努

割
さ

る
Σ
に
足

る
だ
け

の
分
量

に
於

て
存

在
す

る
限
り
、
幸

幅
は
該
貨
物

の
卒
等

な

る
分
配

に
よ

つ

読

苑
.

井
リ
ヤ
ム
・
タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
(
一
V

`

第
十
三
巻

(第
二
號

=
一七
)

二
七
一

8)Ibid,p93.
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説

苑

井
リ
ヤ
ム
・
タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
(
こ

第
十
三
巻

(第
二
號

】
二
八
)

二
七
一
.一

て
増

加
さ
る

、
も

の
で
あ
る
ε

い
ふ

の
が
、

タ

ム
ス

ソ
の
結

論

で
あ

っ
た
。

こ
は

べ
y
タ

ム
が
、
「
富

の
分
配
は
、

雫

等

に
近

づ
け
ば
近

づ
く
ほ
こ

、
全
勝

の
幸

幅
の
分

量
は
、
盆

工
大

こ
な

る
、」
ご
音

っ
鶴

の
こ
合
致

し
て

み
る
。

併

し
乍

ら
事

の
蟹
隈
を
観
察
す

る
に
、、
各

個
人
は
他

人

の
幸

輻
を
犠
牲

に
し
て
ま
で
も

、
自
己

の
幸

幅
を
追
求

せ
ん

ご
焦

っ
て
居

る
。
各

個
人
ば

、
成

る

べ
く
多

く

の
富

を
自
己
の
手
中

に
入

れ
、
以
て
直

接

に
は
物
質
的
快
楽

を

、
叉
間
接

に
は
情
神
的
快
樂

を
、
成

る

べ
く
多

一
獲

得

せ
ん

ε
し

て
居

る
。

而
し
て
斯

か
る
行
爲
を
是
認

し
且

つ
之

に
裏

書
を
與

ふ
る
所

の
學

説

ざ
し

て
は
、
「
各

個

人
は
自

己

の
幸

輻

の
最

良

の
判
断
者

で
あ

る
」
ε

い
ふ
こ
ご
、

及

び
「個

人

の
集
合
鴨

た
る
国
家
叉

は
肚

會

の
幸
福
は

、
各

個
人

の
幸

幅

の
総
計

で
あ

る
」
こ
い
ふ
こ
ご
を
前

提

ご

る
て
、
最

大
多
敷

の
最
大
幸
輻

は
各

個
人
を
し

て
自
由

に
自

己

の
利
益
を
追
は

し
む

る
こ

`
に
よ

っ
て
必
然
的

に

達
成

し
得
ら

る
」
も

の
で
あ

る
、
ご
主

張
す

る
ア
ダ

ム

・
ス
ミ

ス
専

一

而

し
て
費

に

ベ
ソ
タ

ム
も
之
を
主
張
す

.

る

　
人
で
あ

る
一

の
意

見
が

あ
る
。

、
-

是
に
於
て
同
じ
功
利
主
義
の
根
振
の
上
に
立
ち
な
が
ら
、
冨
の
平
等
な
る
分
配
に
よ
っ
て
之
を
達
せ
ん
ご
す
る

も
の
ε
、.
各
人
の
利
己
的
活
動
を
許
し
て
富
の
不
竿
等
な
る
分
配
を
認

め
つ
、
.之
を
蓬
せ
ん
`
す

る
も
の
ε
の
、

二
つ
の
相
反

せ
る
主
張
一

舞

の
嚢

が
相
反
し
て
ゐ
・
・
鼠

、
第
こ
芒

於
て
離

す

る
!

を
吾
々
は

見
出
し
た
る
繹
で
め
る
。
而
し
姦

に
着

す

べ
き
は
、

べ
・
タ
あ

立
場
で
あ
・
・
彼
は
・
ス
三

に
味
方
す

、
美

に
タ
.
う

に
も

一
致
し
て
み
る
。
而

か
も

ス
・
ス
の
立
場
妄

・
う

の
立
轡

は
・
全
然
相
容
れ
な

い
。
余
は

づ

タ
・
論
を
試
み
て
居

・
の
で
は
な

い
か
ら
、
盆

問
題
を
取
扱
ふ
積
り
で
は
な

い
が
曜

だ

一
つ

明
誓

言
ひ
得
ら
登

こ
忌

あ
っ
て
、
桁
し
て
本
論
吝

鯛
係
の
め
る
こ
巌

・
タ
・
ス
ソ
造

ン
タ
國ム
よ
.う

9)本 誌第六巻第五號河上博士論文『生産政策か分配政策か』参



噛

功
利
主
義

を
傷

寒

つ
た
け

れ
こ
も

、
之
を
蓬

す

る
手
段

こ
し
て

分
配

の
季
等

`
い
ふ
こ
ご
を
終

始

一
貫

し
て
主
張

し
た
る
が
爲

め
に
、
正
統
派

の
主

張
た

る
自
由
放
任

主
義

ε
妥
協
す

る

こ
ご
能

は
す

、
終

に
比

熱

に
捨

て

ベ
ソ
タ

.
ム
主
義

に
重
要
な

る
修

正
を
加

へ
ざ

る
を
得

な
く
な

っ
た
、

ε

い
ふ

こ
ざ
で
め
る
。
(註
)

(駐
)

余
ば
、
こ
の
分
配
の
卒
等
ぞ」
い
ふ
忠
恕
が
、
タ
ム
ス
ン
の
根
木
思
想
で
め
る
ミ
考
へ
る
。
彼
ば
、
之
々
措
い
て
他
に
、
最
大
多
数
の
簸
大
幸

輻
た
實
現
す
る
に
よ
り
適
當
な
う
も
の
な
見
出
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
。
さ
れ
ば
彼
に
ざ
つ
て
此
の
原
理
に
、
祉
會
経
済
組
織
の
如
何
海
関
ば

む

む

ロ

李
、
常
に
目
指

さ
ろ
べ
音
理
想
で
あ
っ
た
。
惟
ふ
に
此
の
思
想
に
、
今
日
所
謂
生
存
構
の
主
張
な
る
も
の
ε
軌
な
同
じ
う
す

ろ
も
の
で
あ
ら
う
。

ア

ン
ト
ン
・
メ

ン
が
ア
の
興

へ
た
み
定
義

に
よ
れ
ば

「
生
存
髄

の
主
張

ぐ」
に
、

『
肚
會
の
各
員
ば
、
彼

れ
の
生
存

に
必
要
な

る
物
財
及
び
鼻
務

が
動

他
人

の
緊
切

の
度
少
き
欲
望
の
充

足
に
供

ぜ
ら
れ
う
に
先
ち
、
現
存
資
料
に
感
じ
て
彼
に
顧
興

さ
れ
ろ
こ
芝
か
要

求
す

ゐ
横
利
な
持

っ
て
居
る
。
』

ε
の
主
張
推
言
ふ
の
で
あ
る
が
、
老
心
言

ひ
換
ふ
れ
ば
、
荷
"
も
世
に
生
心
享
け
た

る
以
上
・
如
何
な

る
八
間
も
、
少
く
ε
も
生
活
必
需
品
の
平

等
な

る
分
配
々
受
げ
て
、
生
存
な
保
っ
て
行
く

の
礎
利
な
も

っ
て
居
る
・
ミ

い
ふ

こ
ご
に
な

る
。
、
、れ
ー
タ
ム
ス
ン
が

、

『
平
等
の
規
則
ば
、
假

m

ひ
生
産
に
勢
働
が
使
用

さ
れ
ざ
る
場
合
こ
雌
も
、
常

に
從
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
∩』
ミ
言

っ
て
、
総

て
の
人
間
一

弊
働
者
た
る
こ
不
弊
看

た

る
ε
奄
問
ば
で
一

が
富
の
平
等
な
る
分
配
な
草
く

べ
き
も

の
な

る
㌧
§

を
主
張
し

た
る
く

符
節
な
合
す
る
が
如
く
で
あ

る
。
併
し
乍
ら
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
{」
に
、
生
存
纏

の
主
張
者
ε

タ
ム
ム
ン
こ
の
此
の

一
致
ば

、
剛早
炉
議
論
の
結

果
の

一
致

に
過
ぎ
な

い
の
で
あ

っ
て
、
両

者
が
如
上
の
相
似

た
ろ
上
張

な
な
す
に
至
り
し
そ
の
根
木
観
念
に
必
ら
す
し
も
相
等
し
く
な

い
ε
い
ふ
ご
ざ
で
あ
る
。
蓋

し
生
存
儂

の
主
張
者

が

富

の
平
等
な

ろ
分
配
心
上
張
す
ろ
に
至
り
し
に
、
彼
等
が
人
間
に
、
生
為
事
け
た
る
以
上
之
な
続
け
て
行
く
・
即

ち
生
存
心
し
て
行
く
・
こ
い
ふ

ア

・
プ
リ
ナ
リ
な
る
殖
利
な
認
め
た
る
が
故

ぼ
る
に
反
し
、
.舅
ム
ス
ソ
が
富

の
不
等

な
る
分
配
恥
主
張

す
る
に
至
り
し
は
、
そ
が
人
類
の
最
大
幸

輻
な
齎
ら
す
唯

一
の
道
で
あ
る
ご
考

へ
た
る
が
故
で
あ
ろ
。

タ
ム
ス
ン
は
此
の
馳
に
於
て
は
飽
く
ま
で
べ

y
タ

ム
流
の
功
利
主
義
者
で
あ

っ
た
。

要

す

る

に

、

タ

ム

ス

ン

は

人

類

の
幸

幅

の

増

進

に

ざ

つ
て

、

富

の

李

等

な

る

分

配

が

最

も

有

致

な

る

こ

ご

を

信

じ

て

み

た

。

然

ら

ば

此

の

制

度

は

、

果

し

て

今

日

の

肚

會

組

織

の

下

に

於

て

實

現

さ

れ

て

み

る

で

あ

ら

う

か

、

又

貸

現

さ

れ

得

る

で

あ

ら

う

か
。

そ

れ

を

妨

ぐ

る

も

の

は

な

い

で

あ

ら

う

か
。

又

他

の

肚

會

組

織

の

下

に

於

て

は

、

此

等

の

問

題

は

伺

う

な

る

で

あ

ら

う

か

。

余

は

タ

ム

ス

ソ

に
從

っ
て

以

下

此

等

の

問

題

の

検

討

に

歩

を

進

む

る

で

め

ら

う

。

森 戸 氏課 、近 世 肚會 主 義思 想 史 、一 正 真

Distribution、p.95.

10)
11)

就

苑

井

リ
ヤ

ム
・
タ
ム

ス

y
の

分
配

論
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號
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